
感染症ニュース！ 令和７年８月号

★ ７月の注目感染症

➀ RSウイルス感染症

② ヘルパンギーナ

７月は、１歳を中心
に報告がありました。
特に定点当たり報告
数が多い地域は、
➀厚木保健福祉事務
所管内
②厚木保健福祉事務
所大和センター管内
③鎌倉保健福祉事務
所管内
でした。

＊県域とは、神奈川県内の市町村のうち横浜市、川崎市、相模原市を除いた地域です。

７月の届出数は
50例でした。
2025年の累計患者数は
481例となりました。
（疑似症患者2例を除
きます。）

７月は、１歳を中心
に報告がありました。
特に定点当たり報告
数が多い地域は、
➀厚木保健福祉事務
所大和センター管内
②横須賀市
③小田原保健福祉事
務所管内
でした。

週

週

神奈川県衛生研究所 感染症情報センター が作成しました。
お問合せはこちらまで↓↓
TEL:0467-83-4400(代表) FAX:0467-89-5211(企画情報部)

衛生
ちゃん

・香港の広東省衛生局は、2,285人のチクングニア熱（Chikungunya fever：CF）症例が確認されたことを発表した（7月20日現
在）。いずれも軽症で、重症者及び死亡者はいない。香港では毎年数件のCF症例が報告されていたが、2020年以降は報告されてい
なかった。広東省以外の地域でも症例が報告されていることから、香港政府は複数の地域で感染予防対策を実施している。
（出典：香港政府 https://www.brandhk.gov.hk/en/ 令和7年8月1日アクセス）

・米国疾病予防管理センター（CDC）によると、7月29日現在で1,333件の麻疹患者が報告されている。これは2000年に米国で麻疹
排除宣言が下されて以来、最多の報告数である。CDCは、世界的に麻疹が流行していること、ワクチン接種率が低下傾向にあるこ
とから、ワクチン未接種者が海外で感染して帰国する可能性が高まっているとしている。
（出典：CDC https://www.cdc.gov/ 令和7年8月6日アクセス）

★ 国内・海外で気になる感染症をご紹介します

衛生
博士

★ 結核の発生動向（８月１日時点）

前月の神奈川県内の発生動向および国内外で気になる感染症を掲載しております。

感染症情報
センターHP

＊15週から定点医療機関数が変更したため、
点線により14週以前と区別しています。

＊15週から定点医療機関数が変更したため、
点線により14週以前と区別しています。

https://www.brandhk.gov.hk/en/
https://www.cdc.gov/

